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留学レポート Study Abroad Report 

私はこの留学には、英語を流暢に喋れるようになること、英語を喋れる度胸をつけること、たくさんの外国
人の友達を作ることを目標にして参加しました。言葉が通じないもどかしさやカルチャーショックなどでつ
らい思いをする時もありましたが、カリフォルニア大学での貴重な授業や、授業後や週末の Activity などが
とても楽しく、長いようで短い 3 週間でした。これから、ホームステイについて、カリフォルニア大学アーバ
イン校（UCI）での授業について、心に残った思い出について述べていきたいと思います。 

 
[ホームステイについて] 
私のホストファミリーはインド人の方でした。私はイ

ンドには行ったことがなく、全然詳しくなかったので家
に置いてある置物、家の雰囲気、食事などすべてが新鮮
でした。大学から徒歩で 35 分ほどの距離にあったので
バスの時間に振り回されることなく、通うことができま
した。ホストファミリーの英語は British English で最初
は聞き取るのが難しく、会話が進まないことに申し訳な
さを感じ、リビングルームでホストファミリーと会話を
するのに多少の抵抗がありました。しかし、1 週間くら
い経つとだんだん聞き取れるようになり、また聞き取れ
なかったとしても聞き返すことに抵抗を感じなくなり、
日に日に会話をするのが楽しみになりました。そして会
話をしていくうちにホストファミリーがいかに親切な方
かをしみじみと感じるようになり、大好きになりました。 

私の日々の楽しみは 2 つありました。1 つ目はホストマザーとの夕食と
そのあとの散歩です。夕食は日本では味わえないインド独特の美味しさで、
やみつきになりました。インドのカレーだけではなく、インドのデザート
やスナックもとても美味しくて日本に帰ってきてからとても恋しくなりま
した。夕食後、ホストマザーとホストファミリーの犬と一緒に家の周りを
散歩しました。夕食の時と散歩のとき、その日授業でやったことや、日本
とインドの文化の違いなどをお話しするのがとても楽しく、貴重な体験で
した。 

2 つ目は学校帰りに家の近くのスーパーマーケットで買い物をすること
です。アメリカのスーパーマーケットは日本よりも広くて、売ってるもの
も全て魅力的でお土産に最適なものがたくさん売っていました。そのスー
パーマーケットにしかないオリジナルのバッグや現地でできた友達のおす
すめのお菓子などを買いました。レジの人は日本よりもフレンドリーなの
で、慣れてくるとレジの人と会話するのも楽しくなりました。 

留学の最終日には大好きなホストマザーから素敵なプレゼントをいただ
きました。中でも手編みのマフラーはホストマザーの温かさが感じられて、
日本に帰ってきてからもそのマフラーを見るたびにホームステイのことが
鮮明によみがえります。これからもずっと連絡を取り続けたいと思います。 

 
 

           PHOTO 

（あなたの写真、留学先の風景など） 

プロフィール（Profile） 
 

氏名（Name）E.F 
所属（School）地域保健学域 総合リハビリテー 

ション学類 理学療法学専攻  
学年（Grade）1 年 
 
留学先（Name of overseas institution） 

アメリカ カリフォルニア州 アーバイン 
  

留学期間 (study abroad period) 
2019/9/3~2019/9/25 

 
記入日（Date）201○/○/○ 
 



［UCI での授業について］ 
UCI での授業はとても刺激的でした。初日にレベル分けテストがあり、クラスにいるメンバーは同じレベル

のはずだったのですが、外国人、特に中国人の生徒のスピーキング力が非常に高く、会話するのがとても大変
でした。読み書き能力よりもスピーキング力が大事なのだと感じました。日本での入学試験などはスピーキン
グ力を問われることはほとんどなく、学校の授業でも机に向かう英語の学習が中心なので、日本人が英語を話
すのがあまり得意でない傾向にあるのは当然だと思いました。しかし私は何とか授業にしがみつき、またレベ
ルの高い他の国からの学生と友達になるために、必死に英語を聞き取り、話しました。ただ、英語のスピーキ
ング力をつけるということは私にとっての大きな課題であり、３週間で解決しきれるほどのものではないと思
いました。これからも機会があれば留学に行って、英語でないと通じない環境の中で、英語を学んでいきたい
と思いました。 

UCI での授業は 2 種類ありました。１つ目はアメリカの文化についての授業です。この授業では宿題がユ
ニークで、アメリカ人の会話を盗み聞きをしてその内容や話し方を分析するというものや、アメリカ人にアメ
リカの教育についてのインタビューをしたりするものがありました。日本にはないタイプの宿題だったので
とても苦労しましたが、ネイティブスピーカーの英語を聞き取ったり、話しかけたりする良い機会になりまし
た。また３週間もアメリカの文化について学んだので、今まで知らなかったことや、誤解していたことなどた
くさんの発見がありました。２つ目はマーケティングについての授業でした。マーケティングは私の日本での
専攻とかけ離れていたため、理解するのが大変難しく、時にはディスカッションのトピックさえも分からない
時もありました。この授業ではグループワークが多くたくさんの中国人の友達を作ることができました。それ
と同時に、自分の意見をもつ大切さを学びました。外国人の生徒と話しているとよく「あなたの意見は？」と
聞かれました。私は、思っていることを英語で説明するのができなくて困るときもありましたが、それよりも
そもそも自分の意見がなかなか思いつかなくて戸惑いました。日本にいると周りに合わせて何となく事が済
むことが多いですが、海外で生きていくためには自分の意見を持つことがいかに大切なのかが分かりました。 

 
［心に残った思い出］ 
授業後や週末にはたくさんの Activity に参加したり、UCI の学生１人と OPU の学生４人で英語でゲームな

どをしたり（CPmeeting）しました。Activity ではカリフォルニアのたくさんの観光地に行きました。最も心
に残っているものは Hollywood に行ったことです。Hollywood に行ったのはアメリカに到着してから１週間
もたっていないタイミングだったので、たくさんの詐欺師に話しかけられて断るのに苦労しました。大学の周
りよりも治安が良くなく、恐怖を感じる時もありましたが、日本では味わえない緊迫感が強かったです。大学
の中にいると留学生として扱われるため、ゆっくりな英語で話してくれる人が多かったのですが、大学の外に
出ると容赦なくスピーディーな英語で話しかけられるため、レストランやお土産屋さんで注文するのに苦労
しました。CPmeeting では英語でトランプやジェンガ、モノポリーをしながら会話を楽しみました。UCI の
学生は留学生にとても親切で心から私たち OPU の学生の英語の上達を願ってくれているようでした。
CPmeeting では私と近い年齢のアメリカの学生と関わることができて、楽しくていつの間にか英語の勉強に
なっているという感じでした。 

 
 

 
 

このように私はアメリカで非常に充実した３週間を送ることができました。日本で英語をいくら勉強しても、
留学に勝ることはないと思います。英語でしか言葉が通じない環境にいると常に緊張感があり、頭をフル回転
させる必要があり、英語を勉強しようと思って勉強するのではなく、英語を勉強せざるを得ない状況になりま
す。日本に帰ってくると残念ながら、そのような緊張感を味わえずなかなか効率よく英語力を高めることはで
きません。英語への志が高い人、留学に行くかどうか迷っている人がいらっしゃれば、ぜひ行くことをお勧め
します。留学に行くと必ずと言っていいほど何か得られるものがあります。 


